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(百万円未満切捨て)

１．平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 56,741 △6.5 4,065 △33.0 4,181 △29.6 1,867 △35.7

29年3月期第3四半期 60,660 14.5 6,069 137.2 5,940 113.5 2,902 266.3

(注) 包括利益 30年3月期第3四半期 2,930百万円 (△2.9％) 29年3月期第3四半期 3,017 百万円 ( 336.4％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

　30年3月期第3四半期 38.27 37.73

　29年3月期第3四半期 62.26 58.75
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

　30年3月期第3四半期 83,760 56,678 54.6

　29年3月期 92,206 55,347 48.3

(参考) 自己資本 　30年3月期第3四半期 45,698百万円 　29年3月期 44,563百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　29年3月期 ― 8.00 ― 12.00 20.00

　30年3月期 ― 10.00 ―

　30年3月期(予想) 10.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　

３．平成30年3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 84,000 △2.5 6,700 △12.9 6,700 △9.8 3,300 △13.2 67.62

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年3月期3Ｑ 49,267,180株 　29年3月期 49,267,180株

② 期末自己株式数 30年3月期3Ｑ 461,938株 　29年3月期 461,518株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Ｑ 48,805,365株 29年3月期3Ｑ 46,621,936株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）

３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や、雇用・所得環境の改善が続き、緩やかな回

復基調が継続しております。先行きについても、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響に懸念もあります

が、各種政策効果もあり、緩やかに回復していくことが期待されております。

　 当社グループの経営環境は、計測制御機器事業において、自由化や発送電分離をはじめとする国内電力会社改革の

動きが進展している他、原子力発電所再稼働へ向けた動きも難航しており、不透明感は払拭されておりません。一方、

スマートメーターは本格的な普及期に突入し、一部に在庫調整等一時的な需要減少の動きが見られるものの高レベル

の需要が継続しております。また、海外の電力量計市場において主要国のスマートメーター需要は安定的に推移して

おりますが、アフリカ等の一部では導入計画に遅れが見られる状況になっております。

　 この様な経営環境のもと、当社グループは販売促進活動ならびに原価低減活動を推進するなど売上の拡大と経営効

率化に取り組み、全社をあげて業績の向上に努めてまいりました。

　 連結売上高につきましては、英国スマートメータープロジェクトのずれ込みや新興国での売上減少、国内でのスマ

ートメーター普及に伴い終息する製品の売上高減少等により前年同期比６．５％減の５６７億４千１百万円となりま

した。

　 利益面につきましては、売上高が減少したことに加え原価率が悪化したこと等により営業利益は前年同期比３３．

０％減の４０億６千５百万円、経常利益は前年同期比２９．６％減の４１億８千１百万円、親会社株主に帰属する四

半期純利益は前年同期比３５．７％減の１８億６千７百万円となりました。

　 なお、当期から報告セグメントの変更を行っております。詳細は「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (３)四

半期連結財務諸表に関する注記事項 (セグメント情報等)」の「Ⅱ ２．報告セグメントの変更等に関する事項」を

参照ください。

（当社グループのセグメント別概況）

（計測制御機器事業）

　 当事業は、国内電力会社向けのスマートメーターの需要が在庫調整等のため一部地域で減少した他、海外向けの電

力量計、国内向け機械式電力量計や電力会社向けタイムスイッチ等の終息製品、配・分電盤等の売上高が減少いたし

ました。この結果、売上高は前年同期比７．１％減の５５７億８千２百万円となりました。営業利益は、売上高が減

少したこと等により前年同期比３５．１％減の４０億４千６百万円となりました。

（その他）

　当事業の売上高は１０億６千７百万円、営業利益は１千３百万円となりました。

　 なお、セグメント別売上高は、セグメント間の内部売上高又は振替高１億８百万円を含めて表示しております。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期末の総資産、負債、純資産および自己資本比率の状況

総資産 ８３，７６０百万円（前期末比 ８，４４６百万円減）

負債 ２７，０８１百万円（ 同 ９，７７７百万円減）

純資産 ５６，６７８百万円（ 同 １，３３１百万円増）

自己資本比率 ５４．６％ （ 同 ６．２ポイント増）

　 当第３四半期末における総資産は、現金及び預金が３１億５千５百万円、受取手形及び売掛金が４３億６千２

百万円それぞれ減少したこと等により、前期末と比較して８４億４千６百万円減少し、８３７億６千万円となり

ました。

　 負債は、支払手形及び買掛金・電子記録債務が２１億６千８百万円、長・短借入金が３３億７千６百万円、未

払法人税等が１４億３千７百万円、流動負債の「その他」が２２億８千９百万円それぞれ減少したこと等により、

前期末と比較して９７億７千７百万円減少し、２７０億８千１百万円となりました。

　 純資産は、利益剰余金の増加７億９千３百万円、その他有価証券評価差額金の増加２億４千８百万円、為替換

算調整勘定の増加９千８百万円、非支配株主持分の増加１億２千６百万円等により、前期末と比較して１３億３

千１百万円増加し、５６６億７千８百万円となりました。

　 なお自己資本比率は、前期末と比較して６．２ポイント増加し、５４．６％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 当期業績予想につきましては、平成29年5月10日発表の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,151 8,995

預け金 3,293 2,614

受取手形及び売掛金 18,913 14,551

商品及び製品 6,608 6,678

仕掛品 2,048 2,706

原材料及び貯蔵品 5,713 5,297

その他 3,140 2,830

貸倒引当金 △432 △589

流動資産合計 51,436 43,084

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,966 9,898

土地 13,018 13,018

その他（純額） 6,357 6,080

有形固定資産合計 29,342 28,997

無形固定資産

のれん 997 872

その他 795 1,071

無形固定資産合計 1,792 1,944

投資その他の資産

投資有価証券 5,940 6,299

退職給付に係る資産 938 905

その他 2,757 2,530

貸倒引当金 △2 △1

投資その他の資産合計 9,635 9,733

固定資産合計 40,770 40,675

資産合計 92,206 83,760
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,942 6,517

電子記録債務 3,625 3,882

短期借入金 4,120 1,511

未払法人税等 1,541 104

賞与引当金 1,698 1,090

役員賞与引当金 54 22

製品保証引当金 50 50

その他 7,577 5,287

流動負債合計 27,611 18,466

固定負債

長期借入金 2,838 2,070

役員退職慰労引当金 123 129

退職給付に係る負債 2,052 2,137

繰延税金負債 2,720 2,884

その他 1,512 1,393

固定負債合計 9,247 8,614

負債合計 36,859 27,081

純資産の部

株主資本

資本金 7,965 7,965

資本剰余金 8,719 8,719

利益剰余金 25,164 25,958

自己株式 △297 △297

株主資本合計 41,553 42,346

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,567 1,815

為替換算調整勘定 1,175 1,274

退職給付に係る調整累計額 267 261

その他の包括利益累計額合計 3,010 3,352

新株予約権 405 475

非支配株主持分 10,377 10,504

純資産合計 55,347 56,678

負債純資産合計 92,206 83,760
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 60,660 56,741

売上原価 42,424 40,535

売上総利益 18,235 16,206

販売費及び一般管理費 12,166 12,140

営業利益 6,069 4,065

営業外収益

受取利息 16 15

受取配当金 110 136

負ののれん償却額 117 -

為替差益 - 73

その他 155 113

営業外収益合計 398 339

営業外費用

支払利息 104 82

固定資産除却損 88 53

為替差損 112 -

子会社株式取得関連費用 196 -

その他 23 88

営業外費用合計 526 224

経常利益 5,940 4,181

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 31 -

特別利益合計 31 -

特別損失

減損損失 26 -

特別損失合計 26 -

税金等調整前四半期純利益 5,946 4,181

法人税、住民税及び事業税 1,751 1,023

法人税等調整額 328 568

法人税等合計 2,079 1,591

四半期純利益 3,866 2,589

非支配株主に帰属する四半期純利益 963 721

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,902 1,867
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 3,866 2,589

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 510 248

為替換算調整勘定 △1,350 98

退職給付に係る調整額 △10 △5

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 △849 341

四半期包括利益 3,017 2,930

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,053 2,208

非支配株主に係る四半期包括利益 963 721
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。
　
　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
　
　（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。
　
　（セグメント情報等）

　 Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額

計測制御
機器事業

売上高

外部顧客への売上高 60,054 606 60,660 ― 60,660
セグメント間の内部売上高
又は振替高

20 160 180 △180 ―

計 60,074 766 60,841 △180 60,660

セグメント利益又は損失（△）
(営業利益又は営業損失(△))

6,232 △139 6,093 △23 6,069

　 (注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、FPD関連装置事業、不動産

　 事業を含んでおります。

　 ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、固定資産の調整額であります。
　
　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 (固定資産に係る重要な減損損失)

「計測制御機器事業」セグメントおよび「その他」において、固定資産の減損損失をそれぞれ24百万円、1百

万円を認識し、特別損失に計上しております。
　
　 Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額

計測制御
機器事業

売上高

外部顧客への売上高 55,760 981 56,741 ― 56,741
セグメント間の内部売上高
又は振替高

21 86 108 △108 ―

計 55,782 1,067 56,850 △108 56,741

セグメント利益(営業利益) 4,046 13 4,059 6 4,065

　 (注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、FPD関連装置事業、不動産

　 事業を含んでおります。

　 ２．セグメント利益の調整額は、固定資産の調整額であります。
　

　 ２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度において報告セグメントとしていた「FPD関連装置事業」及び「不動産事業」は、収益性、総

資産の観点から重要性が低下したことにより、「その他」に含めて記載する方法に変更しております。なお、

前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントに基づき作成したものを開示して

おります。
　

　 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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